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Ⅰ 技術資料

Ⅰ－１　ＮＵＣ工法システムの概要

ＮＵＣ工法は、中大口径推進工法全般に対応した「長距離急曲線推進工法システム」です。

システムの内容は、「曲線対応掘進機」、「推力低減システム（ＮＵＣＳ）」に加え、特

に「曲線半径≦管内径の７５倍」の場合に「開口調整装置（ＵＣＳ）」を導入することに

より長距離で確実な曲線施工を可能としています。

① 曲線対応掘進機

従来からの曲線対応掘進機に加え、独自の急曲線対応掘進機を使用することにより

施工可能曲線半径の範囲が拡大しました。

② 推力低減システム（ＮＵＣＳ）

当工法独自の注入材並びに管理システムによる滑材注入を行うことで、推力の低減

を図り、長距離推進に対応可能としました。

③ 開口調整装置（ＵＣＳ）

曲線半径が管内径の７５倍以下の場合などに当装置を使用することで、管列を正確

に曲線軌道に誘導します。加えて、当装置の使用により「曲線ガイド壁」としての

地盤改良が不要となります。（但し、Ｎ＜２の地盤は別途検討必要）

④ 自動測量システム

基本的には、開口調整装置と同様、曲線半径が管内径の７５倍以下の場合に使用す

ることにより、推進作業及び精度管理の効率化が図られ、急曲線測量による日進量

低下を最小限に抑えることができます。

ＮＵＣ工法の概念

－1－



Ⅰ－２　工法の特色

２－１ 対応曲線半径

※1 標準管の管長は2.43ｍですが、開口調整装置使用管につきましては、推進完了後の

推進管長は2.13ｍとなります。

※2 短尺管の使用は、計画条件に合わせて管材、管種を検討する必要があります。

※3 上表数値以下の曲線半径については、別途検討いたします。

呼び径の略倍数 ７５・Ｄ ３８・Ｄ

2800 210 105

3000 225 112

2400 180 90

2600 195 98

2000 150 75

2200 165 83

1650 124 63

1800 135 68

1350 102 51

1500 113 57

1100 83 42

1200 90 46

1000 75 38

標準管（※1）の場合

開口調整装置（ＵＣＳ）
使用標準曲線半径

開口調整装置（ＵＣＳ）
可能最小曲線半径

呼び径

（㎜）

800 60 31

900 68 35
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２－２ 長距離対応の推力低減システム（ＮＵＣＳ）

① システムの特長

ＮＵＣＳは、推進管の外周辺にＤＳ（ダブルショット）方式により滑材を注入する

ことで、以下の特長を備えています。

* 推進に伴って発生するボイドは、同時に一次滑材で充填されるため、推進管外周

辺が適度な強度でゲル化されることで長時間地山を保護します。

* 一次滑材層の形成により、管には鉛直土圧が作用せず（アーチ作用現象）、管外

周辺の二次滑材液圧のみの作用となり推進抵抗を大幅に抑えます。

従って、長距離推進での推力低減効果以外に、拡幅掘削を必要とする急曲線推進に

も極めて効力を発揮できます。

② 滑材－ナックスＧ

掘進機等から注入されるゲル化型の当滑材は、以下の特性を備えています。

* 地山に馴染み、速やかにゲル化することで所定の強度を保持します。

* 流動性に富み、長距離圧送が可能です。

* 地下水に希釈されにくく、止水効果が期待できます。

* 配管内で硬化しません。

③ 滑材－ナックスＮ

長距離急曲線推進用滑材は、チキソトロピー性に富み、長期間の摩擦低減効果を維

持できるものでなければなりません。

当滑材は、一液型高粘性滑材で以下の特性を備えています。

* チキソトロピー性に富んだ滑材です。（超高流動性）

* 推進管外周辺に保持され、地下水に希釈されにくい。

* プラグ硬化に優れています。（逸散防止）

* 無水層においても保水効果に優れています。

④ 滑材注入方法

一次・二次注入併用の場合は、掘進機又は掘進機直後管より一次注入を行い、推進

力変化等の管理システム情報により二次注入を推進管列より行います。

二次注入孔は複数箇所とし、効果的な注入を行います。

２－３ 開口調整装置（ＵＣＳ－曲線誘導維持装置）

ＮＵＣ工法施工現場において当装置を使用することにより、確実な急曲線施工実績

を積み上げています。

当工法では、曲線半径が管内径の７５倍以下の場合に使用、としています。

また、当装置を使用することにより、いわゆる「曲線管路ガイド壁」としての地盤

改良は不要となります。（Ｎ＜２の地盤の場合は別途検討必要）

－3－



開口調整装置機材設置図

２－４ 自動測量システム

当工法では、測量作業の合理化、省力化を図ることで正確な精度管理を目的として、

基本的に曲線半径が管内径の７５倍以下の場合、自動測量システムを採用していま

す。

本システムは、立坑内基準点１箇所、中間基準点数箇所及び掘進機に取付け、視準

ターゲツト１箇所をそれぞれ結ぶ通信コントロールシステム及び演算部より構成さ

れています。

各基準点に配置された自動追尾式トータルステーションで、互いの位置を自動計測

し、それらのデータをパソコンで演算することで機械位置の座標を正確に且つ短時

間で算出します。

算出された掘進機の実位置と計画位置のズレを表示し、正確な掘進管理を行うシス

テムです。

－4－



Ⅰ－３　推進力の算定

ＮＵＣ工法では、推進力の算定には基本的に(社)日本推進技術協会の算定式（修正式Ⅰ）

を用います。

但し、周面抵抗力（ｆo）の算定には、過去の実績データから当協会提案値を使用するも

のとします。

① 基本算定式

　 Ｆ＝Ｆo＋ｆo×Ｌ

Ｆo＝（Ｐw＋Ｐe）×π×（Ｂs／2）
2

ここに Ｆ ： 総推進力（ｋＮ）

Ｆo： 先端抵抗力（ｋＮ）

ｆo： 周面抵抗力（ｋＮ／ｍ）

Ｌ ： 推進延長（ｍ）

Ｐw： チャンバ内圧力（ｋＮ／ｍ
2
）

Ｐe： 切削抵抗（ｋＮ／ｍ
2
）

Ｐe＝Ｎ値×10（ｋＮ／ｍ
2
）

ただし Ｎ＜15の場合はＰe＝150（ｋＮ／ｍ
2
）

Ｎ＞50の場合はＰe＝500（ｋＮ／ｍ
2
）

Ｂs： 掘進機の外径（ｍ）

② 周面抵抗力の算定式

ｆo＝τ×Ｓ

ここに τ ： 管外周面における単位面積当りの推進抵抗力（ｋＮ／ｍ
2
）

（上表数値を基本とし、施工条件により±0.5の範囲で採用）

Ｓ ： 管外周長（ｍ）

粘性土

砂質土

砂礫土

固結土

推進抵抗力(τ)

2.0

2.5

2.7

1.8

土 質

－5－



Ⅰ－４　注入工

４－１ 滑材注入工

（１）一次注入量

なお、掘削外径と推進管外径差が40㎜以上となる場合は、次式により一次注入

量を算出する。

Ｑ＝α｛（Ｂ／2）
2
×π－（Ｄ／2）

2
×π｝×10

3

ここに Ｑ： 滑材一次注入量（㍑／ｍ）

α： 土質による注入係数

普通土の場合 α＝1.0～1.2

砂礫土・玉石土の場合α＝1.5～1.8

Ｂ： 掘削外径（ｍ）

Ｄ： 推進管外径（ｍ）

（２）二次注入量

基本的に推進延長が250ｍ以上の場合、二次滑材を注入する。注入量は一次注入量

の30％とする。

なお、上表の二次注入量（ＱL）は次式により算出する。

ＱL＝0.3×Ｑ

ここに ＱL： 滑材二次注入量（㍑／ｍ）

Ｑ： 滑材一次注入量（㍑／ｍ）

3000

40 45 49 54 58 62 67

1800

56

23 25 27 30 34

呼び径（㎜）

普通土・硬質土

礫質土(１)

管径別滑材標準二次注入量（㍑／ｍ）

37

礫質土(１)

1500800 900 1000 1100 1200 1350 1500

礫質土(２) 241 266 295

186

1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000

290 311 333

1000

83 91 101 114

礫質土(１) 93 104 116 125 137 152 171

普通土・硬質土 62 69 77 124

管径別滑材標準一次注入量（㍑／ｍ）

134

201

普通土・硬質土 19 21

149 164 179

224 246 269

193 207 222

1100 1200 1350 1500呼び径（㎜） 1500800 900

礫質土(２) 112 124 139 149 164 182 205 223

322 347 373 400

礫質土(２) 34 37 42 45 49 55 62

呼び径（㎜）

28 31 35 38 41 46 51

67

礫質土(２) 72 80 89 97 104 112 120

2000 2200 2400 2600

93 100

呼び径（㎜）

普通土・硬質土

礫質土(１) 60 67 74 81 87

2800

－6－



（３）配合

一次及び二次注入材は効果的に注入するものとし、それぞれの配合は、土質状況

及び推進延長・線形等に応じて適宜検討、決定するものとする。

４－２ 裏込注入工

（１）注入量

なお、掘削外径と推進管外径差が40㎜以上となる場合は、前ページの「４－

１（１）」で算出した滑材一次注入量と同量とする。

（２）配合（参考）

0.6 標準配合

セメント
（ｋｇ）

500

呼び径（㎜）

普通土・硬質土

礫質土(１)

250 100 4 5

311 333

水

（ｍ
3
）

179

ベントナイト
（ｋｇ）

管径別裏込標準注入量（㍑／ｍ）

114 124

礫質土(１) 93 104 116 125 137 152 171 186

1200 1350 1500 1500

91

呼び径（㎜） 800 900 1000 1100

普通土・硬質土 62 69 77 83 101

目詰材
（ｋｇ）

149

礫質土(２)

フライアッシュ
（ｋｇ）

1800 2000 2200 2400

備考

223

347 373 400

2800

193

164 182 205

3000

222207

2600

分散剤
（ｋｇ）

290

322

149 164

201 224 246 269

134

礫質土(２) 112

241 268 295

124 139

－7－



Ⅱ 積算資料

Ⅱ－１　土質区分

適用する土質の分類は、下表のとおりとする。

Ｎ値10未満

Ｎ値50未満、礫径20㎜未満、礫分30％未満

礫径20㎜以上、最大礫径が掘進機外径の20％未満

かつ300㎜以下、礫分30％以上80％未満

礫質土(１)以外、最大礫径600㎜以下

礫分30％以上80％未満

Ｎ値10以上、一軸圧縮強度5MN/ｍ
2
未満

Ｎ値50以上、礫径20㎜未満、礫分30％未満

一軸圧縮強度5MN/ｍ
2
以上 10MN/ｍ

2
未満

一軸圧縮強度10MN/ｍ
2
以上 50MN/ｍ

2
未満

なお、上表適用範囲外のものについては、別途検討するものとします。

Ⅱ－２　工種別職種及び作業内容

 総指揮

 掘進機運転操作、管据付接合、油圧機器等運転保守

 管接合、送排泥管接合

 泥水作成管理、処理装置の運転操作、玉掛け

 玉掛け手伝い、泥水処理手伝い

 指揮

 計測機器類設置撤去

 同上手伝い

 ラフテレーンクレーンの運転に要する作業

 指揮

 泥水処理装置の据付・撤去

 　　　　　〃

 　　　　　〃

 　　　　　〃

 ラフテレーンクレーンの運転に要する作業

 指揮

 循環ポンプ、制御回線、制御装置の設置・撤去

 配管

 循環ポンプ、制御回線、制御装置の設置・撤去

 同上手伝い

 ラフテレーンクレーンの運転に要する作業

処 理 設 備
付 帯 作 業 工

土木一般世話役

電工

配管工

溶接工

普通作業員

－

泥水処理装置
据 付 撤 去 工

土木一般世話役

特殊作業員

普通作業員

電工

溶接工

－

計 測 機 器 類
設 置 撤 去 工

土木一般世話役

電工

普通作業員

－

坑 外 作 業 工

運転手(特殊)又は
 クレーン運転

特殊作業員

特殊作業員

普通作業員

作業内容工種 職種

切 羽 坑 内
作 業 工

トンネル世話役

トンネル特殊工

トンネル作業員

硬質土(２) 硬質土(２)

礫質土(１) 礫質土(１)

普通土
粘性土(１)

砂質土(１)

礫質土(２) 礫質土(２)

粘性土(２)

砂質土(２)

硬質土(１)

硬質土(１)

－8－



Ⅱ－３　日進量

３－１ 呼び径別１本当り所要時間集計及び標準日進量計算表（本掘進）

普通土［粘性土(１)、砂質土(１)］ （分）

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

注）1. ( )内は競合時間を示す。

2. ｈは１本当りの所要時間。

呼び径（㎜）

呼び径（㎜）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

標準日進量（ｍ／8ｈ）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

小計

小計

小計

標準日進量（ｍ／8ｈ）

1650800 900 1000 1100 1200 1350 1500

30 3624 24 24 24 27 30

30 3624 24 24 24 27 30

48 48

27 30 33 36 36 36 42 42

42 42 42 42 45 48

（12） （12）

69 72 75 78 81 84 90 90

（12） （12） （12） （12） （12） （12）

18 18 18 18 18 18 18 18

－ － － － － － － －

18 18 18 18 18 18 18 18

24 24

24 24 24 24 24 24 24 24

24 24 24 24 24 24

8.27 8.10 7.78 7.48

2.70 2.80

3.56 3.48 3.40 3.33 3.20 3.08 2.96 2.86

2.25 2.30 2.35 2.40 2.50 2.60

2200 2400 2600 2800 3000

小計

小計

小計

小計

1800 2000

7.20 6.94

8.6 8.5 8.3 8.1 7.8 7.5 7.2 6.9

8.64 8.45

36 36 36 36 42

6636 36 36 36 42 54

54 66

48 54 54 57 66 66 69

90 96 108 117 126

69

（12） （12） （12） （12） （12） （24） （24）

42 42 54 60 60 66

132 138

小計 18 24 24 24 24 24 24

18 24 24 24 24 24 24

24 24 24 24 24

－

24 24 24 24 24 24 24

－ － － － － －

24 24

2.80 3.00 3.20 3.35 3.60 3.90 4.20

2.86 2.67 2.50 2.39 2.22 2.05 1.90

4.63

6.9 6.5 6.1 5.8 5.4 5.0 4.6

6.94 6.48 6.08 5.80 5.40 4.98

－9－



礫質土(１)［礫質土(１)］ （分）

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

注）1. ( )内は競合時間を示す。

2. ｈは１本当りの所要時間。

呼び径（㎜）

呼び径（㎜）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

標準日進量（ｍ／8ｈ）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

小計

小計

小計

小計

標準日進量（ｍ／8ｈ）

1500

（12）

18

－ － － －

1650800 900 1000 1100 1200 1350

24 24 24 24 27 30 30 36

小計 24 24 24 24 27 30 30 36

102 102

30 30 33 36 36 36 42 42

96 96 96 96 96 102

（12）

小計 126 126 129 132 132 138 144

（12） （12） （12） （12） （12） （12）

144

18小計 18 18 18 18 18 18

18 18 18 18 18 18 18 18

－ － － －

24 24

小計 24 24 24 24 24 24 24

24 24 24 24 24 24

24

3.20 3.20 3.25 3.30 3.35 3.50 3.60 3.70

2.22 2.16

6.08 6.08 5.98 5.89 5.80 5.55 5.40 5.25

2.50 2.50 2.46 2.42 2.39 2.29

5.4 5.3

1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000

6.1 6.1 6.0 5.9 5.8 5.6

36 36 36 36 42

6636 36 36 36 42 54

54 66

102 102 105 105 105 105 105

144 144 156 165 165

69

（12） （12） （12） （12） （12） （12） （12）

42 42 51 60 60 66

171 174

18 24 24 24 24 24 24

24

18 24 24 24 24 24 24

1.67

24 24 24 24 24

－

24 24 24 24 24 24 24

－ － － － － －

24

5.3 5.1 4.9 4.7 4.6 4.3 4.1

5.25 5.12 4.86 4.68 4.57 4.27 4.05

3.70 3.80 4.00 4.15 4.25 4.55 4.80

2.16 2.11 2.00 1.93 1.88 1.76

－10－



礫質土(２)［礫質土(２)］ （分）

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

注）1. ( )内は競合時間を示す。

2. ｈは１本当りの所要時間。

呼び径（㎜）

呼び径（㎜）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

標準日進量（ｍ／8ｈ）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

小計

小計

小計

小計

標準日進量（ｍ／8ｈ）

1500

（12）

18

－ － － －

1650800 900 1000 1100 1200 1350

24 24 24 24 27 30 30 36

小計 24 24 24 24 27 30 30 36

195 204

27 30 33 36 36 36 42 42

138 150 156 165 174 186

（12）

小計 165 180 189 201 210 222 237

（12） （12） （12） （12） （12） （12）

246

18小計 18 18 18 18 18 18

18 18 18 18 18 18 18 18

－ － － －

24 24

小計 24 24 24 24 24 24 24

24 24 24 24 24 24

24

3.85 4.10 4.25 4.45 4.65 4.90 5.15 5.40

1.55 1.48

5.05 4.74 4.57 4.37 4.18 3.97 3.77 3.60

2.08 1.95 1.88 1.80 1.72 1.63

3.8 3.6

1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000

5.0 4.7 4.6 4.4 4.2 4.0

36 36 36 36 42

6636 36 36 36 42 54

54 66

213 222 231 240 249 258 270

255 264 285 300 309

69

（12） （12） （12） （12） （12） （12） （12）

42 42 54 60 60 66

324 339

24 24 24 24 24 2418

24

18 24 24 24 24 24 24

1.06

24 24 24 24 24

－

24 24 24 24 24 24 24

－ － － － － －

24

3.5 3.4 3.2 3.0 2.9 2.7 2.6

3.50 3.35 3.16 3.04 2.92 2.74 2.57

5.55 5.80 6.15 6.40 6.65 7.10 7.55

1.44 1.38 1.30 1.25 1.20 1.13

－11－



硬質土(１)［粘性土(２)、砂質土(２)、硬質土(１)］ （分）

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

注）1. ( )内は競合時間を示す。

2. ｈは１本当りの所要時間。

呼び径（㎜）

呼び径（㎜）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

標準日進量（ｍ／8ｈ）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

小計

小計

小計

小計

標準日進量（ｍ／8ｈ）

1500

（12）

18

－ － － －

1650800 900 1000 1100 1200 1350

24 24 24 24 27 30 30 36

小計 24 24 24 24 27 30 30 36

156 156

27 30 33 36 36 36 42 42

144 144 144 144 144 156

（12）

小計 171 174 177 180 180 192 198

（12） （12） （12） （12） （12） （12）

198

18小計 18 18 18 18 18 18

18 18 18 18 18 18 18 18

－ － － －

24 24

小計 24 24 24 24 24 24 24

24 24 24 24 24 24

24

3.95 4.00 4.05 4.10 4.15 4.40 4.50 4.60

1.78 1.74

4.92 4.86 4.80 4.74 4.68 4.42 4.32 4.23

2.03 2.00 1.98 1.95 1.93 1.82

4.3 4.2

1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000

4.9 4.9 4.8 4.7 4.7 4.4

36 36 36 36 42

6636 36 36 36 42 54

54 66

156 168 168 168 180 180 180

198 210 222 228 240

69

（12） （12） （12） （12） （12） （12） （12）

42 42 54 60 60 66

246 249

18 24 24 24 24 24 24

24

18 24 24 24 24 24 24

1.32

24 24 24 24 24

－

24 24 24 24 24 24 24

－ － － － － －

24

4.2 4.0 3.8 3.7 3.5 3.4 3.2

4.23 3.97 3.81 3.74 3.53 3.35 3.21

4.60 4.90 5.10 5.20 5.50 5.80 6.05

1.74 1.63 1.57 1.54 1.45 1.38

－12－



硬質土(２)［硬質土(２)］ （分）

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

管据付け工

管小運搬及び準備工

管吊下ろし回転調整工

配管、配線、取外・取付工

掘削推進工

掘削及び推進工

ジャッキ戻し、掘削準備工

方向修正

泥水管理工

機器作動、調整工

還流運転工

滑材注入工

測量工

注）1. ( )内は競合時間を示す。

2. ｈは１本当りの所要時間。

小計

小計

小計

呼び径（㎜）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

標準日進量（ｍ／8ｈ）

１本当り所要時間計（ｈ）

算出日進本数（8／ｈ）

算出日進量（2.43×8／ｈ）

標準日進量（ｍ／8ｈ）

小計

小計

呼び径（㎜） 800 900 1000 1100 1200 1350

24 24

1500

24 24 27 30 30

1650

36

小計 24 24 24 24 27 30 30 36

303 315

27 30 33 36 36 36 42 42

222 234 249 264 276 288

（12）

小計 249 264 282 300 312 324 345

（12） （12） （12） （12） （12） （12）

357

（12）

18 18 18 18 18

小計 18 18 18 18 18 18 18

18 18 18

18

－ － － －

6.10 6.35 6.60 6.95

－

7.25

24 24 24 24 24 24

24 24 24 24 24 24 24

－

24 24

24

－ －

3.19 3.06 2.95 2.80 2.68

1.52 1.45 1.38 1.31 1.26 1.21

5.25 5.50 5.80

1.15 1.10

3.70 3.53

2800 3000

3.7 3.5 3.4 3.2 3.1 2.9

3.35

2.8 2.7

1800 2000 2200 2400 2600

36 36 36 36 42

6636 36 36 36 42 54

54 66

327 339 354 369 381 393 408

69

（12） （12） （12） （12） （12） （12） （12）

42 42 54 60 60 66

18 24 24 24 24 24 24

441 459 477369 381 408 429

18 24 24 24 24 24 24

24 24 24 24 24

－

24 24 24 24 24 24 24

－ － － － － －

24 24

7.45 7.75 8.20 8.55 8.85 9.35 9.85

1.07 1.03 0.98 0.94 0.90 0.86 0.81

1.97

2.6 2.5 2.4 2.3 2.2 2.1 2.0

2.61 2.51 2.37 2.27 2.20 2.08

－13－



３－２ 日進量の補正（直線）

（１）長距離推進による補正

推進延長が250ｍ以上の推進工事においては、次式で求めた係数（Ｋ）を全推進延長

に使用する。

Ｋ＝1.0－0.1×（Ｌ／250－1）

ここに Ｋ： 補正係数

Ｌ： 推進延長（ｍ）

（２）中押工法による補正

中押工法段数による日進量の補正係数を下表に示す。

注）集中操作方式の場合

３－３ 日進量の補正（曲線）

（１）開口調整装置使用時の掘進速度比による補正

曲線半径が管内径の７５倍以下の区間においては、開口調整装置を使用します。

（併せて、自動測量システムも使用）

その場合の掘進速度比を、曲線半径別に「曲線掘進速度÷直線掘進速度」として下

表に示す。

※但し、開口調整装置未使用時の掘進速度比は(社)日本下水道

　協会の積算要領に準じる。

曲線半径別の掘進速度比

60 0.72 300 0.95

40 0.69 150 0.89

50 0.70 200 0.92

20 0.67 75 0.76

30 0.68 100 0.83

掘進速度比 曲線半径(ｍ) 掘進速度比

15 0.66 70 0.75

曲線半径(ｍ)

中押工法による補正係数

呼び径(㎜)

1000～1800

2000～3000

0.88 0.86

0.94 0.92 0.90 0.88

0.92 0.90

中押１段 中押２段 中押３段 中押４段

－14－



（２）曲線測量工及び開口調整工による補正

曲線測量工は自動測量作業のことであり、開口調整工とは開口調整装置稼働作業の

ことである。

曲線測量工時間及び開口調整工１箇所当りの所要時間は下表に示す。

（分）

（３）開口調整装置設置数

開口調整装置は、使用管長及び地山のＮ値によって設置数を設定しています。

設置数の一覧は次表のとおりです。

※管長0.80ｍ以下の管については別途算定 

（４）平均日進量の算定

① 平均日進量は、区間日進量を計算し、これを基礎に求める。

② 区間日進量は、所要時間集計表の「掘削工及び推進工」時間及び開口調整工の時間

のみを変数として計算を行う。

③ 上記の掘削工及び推進工時間は、掘削速度比を用いて算出する。

④ 開口調整工時間は、始曲点、終局点にて開口調整装置設置数に所要時間を乗ずる。

⑤ 以上の手順により区間日進量を算出する。

4 4 4

2.43

1.2

4 4 4

30 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3

5 5 5

6 6

15 2 2 2 2 2 2 3 3 4 4 4 4

4 5 5 5

3 3 3 4

510 3 3 3 3 3 3 4 4

20 2 2 2 2 2 2 3 3

2 2 2 2 2 2

5 3 4 4 4 4 4 5 5 5 6 6 6 7 7 7

30 1 1 1 1 1 1 1 1

22 2 2 2 2 2 2

2

2 2 3 3 3 3

20 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2

15 1

4 4

10 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3

3 3 4 4 45 2 2 2 2 2 2 3 3

管の長さ
（ｍ） 800 900 1000 1200 1350 1500 1650

30 30 30

24 24 24 24 30 30 30

2800 3000

呼び径（㎜）

1100

曲線測量工

工種

管径別・土質Ｎ値別開口調整装置設置数

30

30

24

30 30 30

開口調整工

1800 2000 2200 2400 2600

土質
Ｎ値

3000

800

30 30

曲線測量工時間及び開口調整工時間

1000

1100 1350
～ ～

1200 1500
1650 1800

呼び径（㎜）

2800
～ ～

2600

2400
～ 2000 2200

－15－



Ⅱ－４　曲線部における目地モルタル工

曲線部では、直線部の目地幅より外側の目地幅が大きくなるため目地モルタル量が増加する。

曲線部の目地モルタル量は、公益社団法人 日本推進技術協会「推進工法用設計積算要領推進

工法応用編（長距離・曲線推進）2013年版」によります。

Ｖ＝π・（Ｄ＋Ｔ'）・Ｔ'・Ｓ'＋0.015・π・（Ｄ＋ｈ）・ｈ＋2・π／4・0.085
2

・0.03－π・（Ｄ＋Ｔ'＋ｈ）・（Ｔ'－ｈ）・Ｓ'／2

ここに Ｖ ： １目地当り目地モルタル充填量 （ｍ
3
）

Ｖ ＝ 管継手開口部空隙体積＋注入孔管内側体積－推進力伝達材体積

Ｓ'： モルタル充填部平均開口長 （ｍ）

 ℓ ： 推進管１本の長さ （ｍ）

Ｔ'： 管端の肉厚（Ｂｃ－Ｄ－2ｔ1）／2 （ｍ）

Ｂｃ： 管外径 （ｍ）

Ｄ ： 管呼び径（内径） （ｍ）

ｈ ： 目地溝の深さ（0.015ｍとする） （ｍ）

Ｄｃ： 埋込みカラー内径 （ｍ）

Ｒ ： 曲線半径 （ｍ）

継手部詳細

Ｓ'＝
2ℓＤｃ

＋ 0.02 ・1／2
2Ｒ－Ｄ

ｔ１

Ｄ
ｃ

1
.
5

ＤＢ
ｃ

ｔ１

ｈ

Ｔ
’Ｔ
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Ⅱ－５　代価様式

５－１ Ａ代価表

Ｂ－１

Ｂ－２

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｂ－５

Ｂ－６

Ｂ－７

５－２ Ｂ代価表

（一式）

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

（一式）

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｃ－７

Ｃ－８

Ｃ－９

Ｃ－10

Ｃ－11

Ｃ－12

Ｃ－13

Ｃ－14

Ｃ－15

Ｃ－16

Ｃ－17

Ｃ－18

中 押 し 装 置 箇所

掘 進 機 回 転 据 付 台

掘 進 機 搬 出 台

開 口 調 整 装 置 箇所

計

殻 搬 出 ｍ3

殻 運 搬 ｍ3

殻 処 分 ｍ3

掘 進 機 引 上 用 受 台 箇所

掘 進 機 据 付 台

推 進 用 機 器 据 付 撤 去 箇所

掘 進 機 発 進 用 受 台 箇所

坑 口 箇所

鏡 切 り 箇所

支 圧 壁 工 箇所

クレーン設備組立撤去 箇所

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

管 目 地 箇所

計

Ｂ－２　仮設備工

発 生 土 処 理 ｍ3

裏 込 め ｍ

摘 要

推 進 用 鉄 筋 コ ン ク
リ ー ト 管 （ 泥 水 ）

ｍ Ｃ－１

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

Ｂ－１　泥水推進工

立 坑 内 管 布 設 工 式

泥 水 処 理 設 備 工 式

注 入 設 備 工 式

      1

      1

      1

      1

送 ・ 排 泥 設 備 工 式

泥 水 推 進 工 式

仮 設 備 工 式

      1

推 進 水 替 工 式

Ａ－１　管きょ工　　　　㎜　泥水推進工法

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

通 信 ・ 換 気 設 備 工 式

      1

      1

      1

－17－



（一式）

Ｃ－19

Ｃ－20

（一式）

Ｃ－21

（一式）

Ｃ－22

Ｃ－23

（一式）

Ｃ－24

（一式）

Ｃ－25

（一式）

Ｃ－26

金 額 摘 要

摘 要

注 入 設 備 工 箇所

計

Ｂ－７　推進水替工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 ｍ

計

金 額 摘 要

推 進 用 水 替 式

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

Ｂ－８　立坑内管布設工

      1

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

Ｂ－６　注入設備工

送 排 泥 設 備 式

計

      1

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

Ｂ－４　送・排泥設備工

摘 要単 価 金 額

通 信 配 線 設 備 式

換 気 設 備 式

      1

      1

Ｂ－３　通信・換気設備工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

金 額 摘 要

単 価 金 額

Ｂ－５　泥水処理設備工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

泥 水 処 理 設 備 式

泥 水 運 搬 処 理 ｍ3

      1
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５－３ 施工代価

（１ｍ当り）

必要に応じて

Ｄ－１－１

Ｄ－１－２

Ｄ－１－３

計／推進延長

（１ｍ当り）

表－１－１

表－１－１

表－１－１

表－１－４､５

労務費計×○％

１日当り

計／日進量

（１日当り）

（％）

（％）

13 9 5

4 15 10 5

1800～3000

1 7 5 3

2 10 7 4

3

4 13 9 5

1000～1650

1 6 4 2

2 9 6 3

3 11 8 4

適用管径(㎜) 中押段数 昼間施工 夜間施工 昼夜連続施工

800～1650 4 3 2

1800～3000 5 4 3

表－１－３　切羽坑内作業工諸雑費率（中押）

800～3000 1.0 2.0 1.0

適用管径(㎜) 昼間施工 夜間施工 昼夜連続施工

トンネル作業員

呼び径（㎜）
（人） （人） （人）

表－１－２　切羽坑内作業工諸雑費率（元押）

１ｍ当り

種　目 トンネル世話役 トンネル特殊工

表－１－１　切羽坑内作業工歩掛表

諸 雑 費 式

計

ト ン ネ ル 作 業 員 人

滑 材 ㍑

      1

摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人

ト ン ネ ル 特 殊 工 人

１ｍ当り

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

Ｄ－１－１　切羽坑内作業工

機械器具損料及び電気料 式

計

切 羽 坑 内 作 業 工 ｍ

坑 外 作 業 工 ｍ

      1

単 価 金 額 摘 要

Ｃ－１　推進用鉄筋コンクリート管

推 進 用 鉄 筋
コ ン ク リ ー ト 管

本

推 進 力 伝 達 材 式

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

      1
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（㍑／ｍ）

（㍑／ｍ）

基本的な一次、二次注入の場合の総注入量（Ｑ）は以下で算出される。

Ｑ＝Ｑ1×Ｌ＋Ｑ2×（Ｌ－Ｌ1）

Ｑ1： １ｍ当りの一次注入量（㍑／ｍ）

Ｑ2： １ｍ当りの二次注入量（㍑／ｍ）

Ｌ： 総推進延長（ｍ）

Ｌ1： 250ｍを標準とする

（１ｍ当り）

表－１－６

表－１－６

表－１－６

１日当り

計／日進量

（１日当り）

（一式）

損料等表－１

損料等表－１

損料等表－２

表－１－４　１ｍ当り一次滑材注入量

表－１－５　１ｍ当り二次滑材注入量

Ｄ－１－２　坑外作業工

表－１－６　坑外作業工歩掛表

Ｄ－１－３　機械器具損料及び電気料

機械器具損料（その２） 式

計

電 力 料 式

機械器具損料（その１） 式

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

1.0 1.0

1200～3000 － 1.0 1.0 1.0

運転手(特殊)

呼び径(㎜) （人） （人）

800～1100 1.0 －

１ｍ当り

種 目 クレーン運転
特殊作業員

（人）
普通作業員

（人）特殊作業員

普 通 作 業 員 人

計

運 転 手 （ 特 殊 ） 人

特 殊 作 業 員 人

93 100

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

56 60 67 74 81 87礫質土(１) 28 31 35 38 41 46 51

2800 3000

普通土･硬質土 19 21 23 25 27 30 34

1650 1800 2000 2200 2400 2600

62 6740 45 49 54 58

1650

呼び径(㎜) 800 900 1000 1100 1200 1350 1500

1200 1350 1500

礫質土(２) 112 124 139 149 164 182 205 223

222

礫質土(１) 93 104 116 125 137 152 171 186

134 149 164 179 193 207

333224 246 269 290 311201

      1

      1

      1

3000

普通土･硬質土 62 69 77 83 91 101 114 124

1800 2000 2200 2400 2600 2800呼び径(㎜) 800 900 1000 1100

241 266 295 322 347 373 400

礫質土(２) 34 37 42 45 49 55 62 67 72 80 89 97 104 112 120

37
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（１ｍ3当り）

Ｄ－２－１

（１ｍ3当り）

Ｅ－２－１－１

（１ｍ3当り）

Ｅ－２－１－２

100ｍ3 当り

計／100ｍ3

（１日当り）

表－２－１

表－２－１

表－２－１

1.17 1.16 1.24

1.17 1.16 1.24

ダンプトラック損料

燃 料 消 費 量

タ イ ヤ 損 耗 費

（供用日）

（供用日）

（ ㍑ ）

金 額 摘 要

Ｃ－２　発生土処理

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

計

発 生 土 処 分 工 ｍ3

金 額 摘 要

１ｍ3 当り

Ｄ－２－１　発生土処分工

ダンプトラック運搬工 ｍ3

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

      1.0

建 設 発 生 土 受 入 費 ｍ3

計

      1.0

金 額 摘 要

Ｅ－２－１－１　ダンプトラック運搬工

日

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

計

ダ ン プ ト ラ ッ ク 運 転

１ｍ3 当り

金 額 摘 要

Ｅ－２－１－２　ダンプトラック運転

運 転 手 （ 一 般 ） 人

数 量 単 価種　　　目 形状寸法 単位

      1.0

軽 油 ㍑

ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料 供用日

72.0

10ｔ車

26.0 40.0

２ｔ車 ４ｔ車運 搬 車 規 格

表－２－１　ダンプトラック運転の燃料消費量及び損料

計

タ イ ヤ 損 耗 費 供用日
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 ※運搬距離が20ｋｍ超える場合

 ※運搬距離が20ｋｍ超える場合

注 ・運搬距離は片道であり、往路と復路が異なるときは平均値とする。運搬距離は片道であり、往路と復路が異なるときは平均値とする。

　 ・ＤＩＤ(人口集中地区)は、総務省統計局の国勢調査報告書資料添付の人口集中地区境界図によるものとする。ＤＩＤ(人口集中地区)は、総務省統計局の国勢調査報告書資料添付の人口集中地区境界図によるものとする。

※運搬距離が60ｋｍを超える場
合は別途考慮とする4.7 6.3 9.4運搬日数 （日） 3.1 3.8

運搬距離 （ｋｍ） 9.0以下 12.0以下 17.5以下

1.

2.

28.5以下 60.0以下

1.8 2.1 2.4

ＤＩＤ区間：あり

運搬距離 （ｋｍ） 0.5以下 1.0以下 1.5以下 2.0以下 3.0以下 4.0以下 5.5以下 7.0以下

2.7運搬日数 （日） 1.1 1.2 1.4

60.0以下

4.7 6.3 9.4

7.5以下

2.7

※運搬距離が60ｋｍを超える場
合は別途考慮とする

1.6

運搬距離 （ｋｍ） 10.0以下 13.5以下

運搬日数 （日） 3.1 3.8

19.5以下 39.5以下

運搬日数 （日） 1.1 1.2 1.4 1.6 1.8 2.1 2.4

運搬距離 （ｋｍ） 0.5以下 1.0以下 2.0以下 2.5以下 3.5以下 4.5以下 6.0以下

0.9

運搬距離 （ｋｍ） 17.0以下 20.0以下

運搬日数 （日） 1.1 1.5
 ※運搬距離が20ｋｍ超える場合は別途考慮とする

運搬日数 （日） 0.25 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

ＤＩＤ区間：あり

運搬距離 （ｋｍ） 0.5以下 1.0以下 2.0以下 3.0以下 4.5以下 6.5以下 9.0以下 12.0以下

 ※運搬距離が20ｋｍ超える場合は別途考慮とする

0.5 0.6 0.8 0.9

運搬距離 （ｋｍ） 19.0以下 20.0以下

運搬日数 （日） 0.25 0.3 0.35 0.4

運搬日数 （日） 1.1 1.5

表－２－２　運搬機種・規格別運搬日数

 　は別途考慮とする

運 搬 機 種 ・ 規 格 ダンプトラック　４ｔ車　機械・土砂　10ｍ3 当り

ＤＩＤ区間：なし

運搬距離 （ｋｍ） 0.5以下 1.0以下 2.0以下 3.0以下 4.5以下 6.5以下 10.0以下 13.0以下

4.0以下

ＤＩＤ区間：なし

運搬日数

運搬距離 （ｋｍ） 7.0以下 9.0以下 12.0以下 17.0以下

運 搬 機 種 ・ 規 格 ダンプトラック　１０ｔ車　機械・土砂　100ｍ3 当り

ＤＩＤ区間：なし

運 搬 機 種 ・ 規 格 ダンプトラック　２ｔ車　機械・土砂　10ｍ3 当り

1.1

1.0以下 1.5以下 2.0以下 2.5以下 3.5以下 4.5以下（ｋｍ）

（日）

0.5以下

0.5

運搬日数 （日） 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0

運搬距離

20.0以下

5.5以下

0.6 0.65 0.75 0.8 0.9 1.0

（日） 0.5 0.6 0.65 0.75 0.8 0.9 1.0

ＤＩＤ区間：あり

運搬距離 （ｋｍ） 0.5以下 1.0以下 1.5以下 2.0以下 2.5以下 3.0以下

 　は別途考慮とする

運搬日数 （日） 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0

1.1

運搬距離 （ｋｍ） 6.5以下 8.0以下 11.0以下 15.0以下 20.0以下

5.0以下

運搬日数
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（１ｍ当り）

Ｄ－３－１

（１ｍ当り）

表－３－１

表－３－１

表－３－１

表－３－１

表－３－２

労務費計×○％

１日当り

計／裏込日進量

（１日当り）

種　目

呼び径(㎜)

（㍑／ｍ）

（ｍ／日）

（％）

（％）

Ｃ－３　裏込め

Ｄ－３－１　裏込注入工

表－３－１　裏込注入工歩掛表

表－３－２　１ｍ当り裏込注入量

表－３－５　８時間当り裏込日進量

表－３－４　裏込注入工諸雑費率（元押）

表－３－５　裏込注入工諸雑費率（中押）

昼間施工 夜間施工

2

1800～3000 4 3

適用管径(㎜) 昼間施工 夜間施工

800～1650 3

18.029.9 26.8 24.4 22.3

3000

6

3 10 8

4 12 9

中押
段数

1800～3000

1 6 4

2 8

9 7

4 10 8

適用管径(㎜)昼間施工 夜間施工

1000～1650

1 5 3

2 7 5

3

中押
段数

適用管径(㎜)

1800 2000 2200 2400 2600 2800

290 311 333224 246 269

373 400

呼び径(㎜) 800 900 1000 1100 1200

171 186 201

1350

礫質土(１) 93 104 116 125 137 152

1500 1650

礫質土(２) 112 124 139 149

3000

普通土･硬質土 62 69 77 83 91 101

1500 1650 1800 2000 2200 2400

193 207 222134 149 164 179114

呼び径(㎜) 800 900 1000 1100 1200 1350 2600 2800

トンネル世話役

2.0

単 価 金 額

普 通 作 業 員 人

注 入 材 料 ㍑

特 殊 作 業 員 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

諸 雑 費 式

（人） （人） （人）

800～3000 1.0 1.0 2.0

トンネル作業員 普通作業員

１ｍ当り

      1

計

特殊作業員
（人）

単 価 金 額 摘 要

裏 込 注 入 工 ｍ

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

      1.0

摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人

ト ン ネ ル 作 業 員 人

124

164 182 205 223 241 268 295 322 347

12.0

22.3 20.2 18.0 16.8 15.2 13.7 12.2 11.2 16.6 14.9 13.6 12.4 11.5 10.7 10.0

26.9 24.0 21.6 20.0 18.2 16.4 14.6 13.4

普通土･硬質土

礫質土(１)

礫質土(２)

19.9 17.9 16.3 14.9 13.8 12.9

20.7 19.340.3 36.2 32.5 30.1 27.5 24.8 21.9 20.2
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（１箇所当り）

Ｄ－４－１

○箇所当り

計／○箇所

（１箇所当り）

表－４－１

表－４－１

〃、Ｅ－４－１

100箇所当り

計／100箇所

（１ｍ3当り）

（100箇所当り）

種　目

呼び径(㎜)

曲線部については、16頁の算定式並びに公益社団法人 日本推進技術協会「推進工法用設計

積算要領 推進工法応用編（長距離・曲線推進）2013年版」に準じて算出します。

Ｃ－４　管目地

Ｄ－４－１　目地モルタル工

表－４－１　目地モルタル工歩掛表（直線）

2800 0.33 8.0 80.3

3000 0.35 8.4 84.1

2400 0.29 6.7 66.7

2600 0.31 7.3 73.3

2000 0.25 5.7 57.1

2200 0.27 6.3 63.2

1650 0.21 4.9 48.8

1800 0.23 5.1 51.2

1350 0.18 4.4 44.1

1500 0.20 4.7 46.5

40.2

1200 0.15 4.2 41.8

900 0.13 2.6 25.6

1000 0.13 3.9 38.6

1100 0.14 4.0

（人） （人） （人）

800 0.12 2.3 23.4

トンネル作業員
摘　要

モルタル工 トンネル世話役

１箇所当り

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

ト ン ネ ル 世 話 役 人

ト ン ネ ル 作 業 員 人

モ ル タ ル 工 ｍ3

計

配合 1：2

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

摘 要

１箇所当り

計

目 地 モ ル タ ル 工 箇所

Ｅ－４－１　モルタル工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

普 通 作 業 員 人       1.3

      0.05

セ メ ン ト kg 720

洗 砂 ｍ3

計
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（１箇所当り）

Ｄ－５－１

○箇所当り

計／○箇所

（１箇所当り）

Ｅ－５－１

Ｅ－５－３

○箇所当り

計／○箇所

（１ｍ3当り）

表－５－１

Ｅ－５－２

労務費×7％

10ｍ3当り

計／10ｍ3

（１ｍ3当り）

10ｍ3当り

計／10ｍ3

レディーミクスト
コンクリート

材料

％ 12 25

表－５－２

表－５－２

種　　目

普通作業員

諸 雑 費

１ｍ3当り

単位 無筋構造物 鉄筋構造物

人 0.31 0.16

諸 雑 費 式       1

計

普 通 作 業 員 人

１ｍ3当り

Ｅ－５－２　養生工（一般養生）

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

構造種別 ロス率

表－５－１

無筋構造物 ＋0.04

鉄筋構造物 ＋0.02

計

普 通 作 業 員 人

コ ン ク リ ー ト ｍ3

      1.25

      1

      1

特 殊 作 業 員 人

養 生 工 式

諸 雑 費 式

      0.79

形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人       0.57

Ｃ－５　支圧壁

Ｄ－５－１　支圧壁工

鉄 筋 工 ｔ

ｍ3

１箇所当り

コ ン ク リ ー ト と り こ わ し 工

計

Ｅ－５－１　コンクリート工

種　　　目

摘 要

コ ン ク リ ー ト 工 ｍ3

型 枠 工 ｍ2

１箇所当り

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

単 価 金 額 摘 要

支 圧 壁 工 箇所

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量
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（１ｍ2当り）

労務費×23％

100ｍ2当り

計／100ｍ2

（１箇所当り）

Ｄ－６－１

○箇所当り

計／○箇所

（１箇所当り）

表－６－１

表－６－１

表－６－１

表－６－１

表－６－１

（１箇所当り）

5.5

ラフテレーンクレーン規格 －

排出ガス対策型
（第１次基準値）
油圧伸縮ジブ型

4.9ｔ吊

排出ガス対策型
（第１次基準値）
油圧伸縮ジブ型

16ｔ吊

      3.10

     15.70

     10.00

      1

ラフテレーンクレーン賃料 日 2.5 3.0 4.0 5.0

9.5

普 通 作 業 員 人 7.5 9.0 12.0 15.0 16.5

電 工 人 4.5 5.0 7.0 8.5

5.5

特 殊 作 業 員 人 6.0 7.0 9.0 11.5 12.5

土 木 一 般 世 話 役 人 2.5 3.0 4.0 5.0

表－６－１　クレーン設備工歩掛表

種　　　目 単位
呼び径（㎜）

800～1100 1200～1500 1650～2200 2400～2800 3000

ラフテレーンクレーン賃料 日

計

電 工 人

普 通 作 業 員 人

摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人

特 殊 作 業 員 人

１箇所当り

Ｄ－６－１　クレーン設備工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

ク レ ー ン 設 備 工 箇所

計

Ｃ－６　クレーン設備組立撤去

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

計

１ｍ2当り

普 通 作 業 員 人

諸 雑 費 式

摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人

特 殊 作 業 員 人

Ｅ－５－３　型枠工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額
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（１箇所当り）

Ｄ－７－１

○箇所当り

計／○箇所

（１箇所当り）

Ｅ－７－１－１

Ｅ－７－１－２

（１箇所当り）

表－７－１

表－７－１

表－７－１

表－７－１

表－７－１

表－７－１

（１箇所当り）

種 目

Ｃ－７　坑口

Ｄ－７－１　坑口工

Ｅ－７－１－１　発進坑口工

表－７－１　発進坑口工歩掛表

5.663000 1.00 13.5 2.5 5.66 26.09

4.84

2800 1.00 12.7 2.3 5.24 23.78 5.24

2600 1.00 11.8 2.2 4.84 21.58

3.97

2400 1.00 11.0 2.0 4.35 19.23 4.35

2200 1.00 10.1 1.8 3.97 17.24

2000 1.00 9.2 1.7 3.24 14.87

1800 1.00 8.3 1.7 2.91 13.09

2.33

1650 1.00 7.7 1.6 2.54 11.47 2.54

1500 1.00 7.1 1.6 2.33 10.33

1.73

1350 1.00 6.4 1.5 1.98 8.82 1.98

1200 1.00 5.8 1.5 1.73 7.64

1.49

1100 1.00 5.3 1.4 1.60 6.97 1.60

1000 1.00 4.9 1.4 1.49 6.38

900 1.00 4.5 1.3 1.36 5.77 1.36

800 1.00 4.1 1.2

3.24

コンクリート工

（ｍ3 ）

型枠工

（ｍ2 ）

コンクリート
とりこわし工

（ｍ3 ）

坑口止め輪
(ゴムリング枠共)

（組）

計

単位

発 進 坑 口 止 め 輪 組

鋼 材 溶 接 工 ｍ

種　　　目 形状寸法

鋼　材
溶接工
（ｍ）

普　通
作業員
（人）

呼び径(㎜)

数 量

ｍ2

1.24

種　　　目

普 通 作 業 員 人

2.91

発 進 坑 口 工 箇所

到 達 坑 口 工 箇所

計

ｍ3

コ ン ク リ ー ト 工 ｍ3

型 枠 工

１箇所当り

5.19 1.24

単 価 金 額 摘 要

コ ン ク リ ー ト と り こ わ し 工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

坑 口 工 箇所

計
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（１箇所当り）

表－７－２

表－７－２

表－７－２

（１箇所当り）

種 目

（１箇所当り）

Ｄ－８－１

○箇所当り

計／○箇所

（１箇所当り）

Ｅ－８－１－１鏡 切 り 工 ｍ

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

Ｄ－８－１　鏡切り工

１箇所当り

計

鏡 切 り 工 箇所

2800 12.9 2.3

2600 12.0 2.2

摘 要

3000 13.8 2.51.00

Ｃ－８　鏡切り

2200 10.3 1.8

2400 11.2 2.01.00

1.00

1.00

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

2000 9.5 1.7

1800 8.6 1.71.00

1.00

1.00

1650 8.0 1.6

1500 7.4 1.6

1350 6.7 1.51.00

1.00

1.00

1200 6.1 1.5

1100 5.6 1.4

1000 5.2 1.41.00

1.00

1.00

900 4.8 1.3

呼び径(㎜)

800 4.4 1.2

坑口止め輪
(ゴムリング枠共)

（組）

1.00

1.00

計

鋼　材
溶接工
（ｍ）

普　通
作業員
（人）

普 通 作 業 員 人

表－７－２　到達坑口工歩掛表

Ｅ－７－１－２　到達坑口工

摘 要

到 達 坑 口 止 め 輪 組

鋼 材 溶 接 工 ｍ

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額
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（１ｍ当り）

表－８－２

表－８－２

表－８－２

労務費計×○％

（１箇所当り）

種 目

注 本表は鋼矢板Ⅲ型の切断延長である。

（人／ｍ）

土留種類

種 目

Ｅ－８－１－１　鏡切り工

表－８－１　鏡切り延長表

表－８－２　鏡切り工歩掛表（切断延長１ｍ当り）

11.0

1350 14.0

1100 10.0

900 8.0

11.0

1500 16.0 16.0

1650 18.0

24.0

0.023 0.019

0.057

0.022

30.0

0.061

18.0

1800 20.0

22.0

諸 雑 費 労務費の10％労務費の5％

0.007

0.019

0.008

0.051溶 接 工

普 通 作 業 員

0.006 0.008

0.059

土 木 一 般 世 話 役

0.038

0.022

20.0

Ⅱ型

24.0

2000

2800 30.0

ライナープレート
（ｔ＝2.7～3.2㎜）

鋼矢板

2200

33.0

22.0

3000 33.0

10.0

0.019

1000 9.0 9.0

14.0

鋼製
ケーシング

2600 29.0 29.0

2400 26.0 26.0

Ⅲ型 Ⅳ型

1200

8.0

呼び径(㎜)

800 7.0 7.0

発進口切断延長
（ｍ）

到達口切断延長
（ｍ）

土 木 一 般 世 話 役 人

計

式

人

普 通 作 業 員 人

溶 接 工

諸 雑 費       1

金 額 摘 要種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価
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（１箇所当り）

Ｄ－９－１

○箇所当り

計／○箇所

（１箇所当り）

表－９－１

表－９－１

表－９－１

Ｅ－９－１－１

（１箇所当り）

注 全日数の60％を据付日数、40％を撤去日数とする。

門型クレーン運転費は（E-9-1-1 門型クレーン運転費）の表による。

（１日当り）

表－９－２

表－９－２

表－９－２

（１日当り）

注 管径1100㎜以下は、運転手（特殊）を特殊作業員とする。

１日当りコンクリート塊搬出量 9.0ｍ3 を標準とする。

発進立坑では門型クレーンの１日当り運転費を計上し、到達立坑ではトラッククレーン（4.9ｔ吊）の１日当り

賃料を計上する。

Ｃ－９　推進用機器据付撤去

Ｄ－９－１　推進用機器据付撤去工

表－９－１　推進用機器据付撤去工歩掛表

Ｅ－９－１－１　門型クレーン運転費

表－９－２　門型クレーン運転費

3.

門型クレーン損料 （2.8ｔ）
1.0

（5.0ｔ）
1.0

（10.0ｔ）
1.0

(主15.0ｔ 補2.8ｔ)
1.0

(主20.0ｔ 補2.8ｔ)
1.0（日）

1.

2.

運 転 手 ( 特 殊 ) 1.0
(特殊作業員)

1.0 1.0 1.0 1.0
（人）

電 力 量 ( ｋ Ｗ ｈ ) 8.5 13.2 23.9 41.9 36.9

電 力 料 kWh

門 型 ク レ ー ン 損 料 日

計

呼び径(㎜) 800～1100 1200～1500 1650～2200 2400～2800 3000

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

運 転 手 （ 特 殊 ） 又 は
特 殊 作 業 員

人

11.50 4.50

1200～1500 2.00 4.50 5.00

1.

2.

4.00

3000 4.50 6.50

2400～2800 4.00 6.00 10.00 4.00

2.00

1650～2200 3.00 5.50 7.00 3.00

800～1100

特 殊 作 業 員 人

土 木 一 般 世 話 役 人

種　　　目 形状寸法 単位

2.00

計

門型クレーン運転費
（日）

呼び径(㎜)

普 通 作 業 員 人

必要数量を計上床 板 材 ｍ3

門 型 ク レ ー ン 運 転 費

2.00 4.00

日

種 目
普通作業員

（人）
土木一般世話役

（人）
特殊作業員

(人）

摘 要

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

１箇所当り

計

推進用機器据付撤去工 箇所

数 量 単 価 金 額
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（１箇所当り）

Ｄ－10－1

Ｄ－10－2

○箇所当り

計／○箇所

注 受台設置質量は必要数量を計上する。

損料日数は、受台設置開始から受台を撤去するまでの日数とする。

（１ｔ当り）

Ｅ－10－1－１

（１ｔ当り）

労務費計×4％

10ｔ当り

計／10ｔ

（１ｔ当り）

Ｅ－10－２－１

Ｃ－10　掘進機発進用受台

Ｅ－10－１－１　鋼材設置工

Ｄ－10－２　掘進機発進用受台撤去工

鋼 材 設 置 工 ｔ

計

1.

2.

種　　　目 形状寸法 単 価 金 額 摘 要

      1.7

摘 要

掘進機発進用受台設置工 ｔ

掘進機発進用受台撤去工 ｔ

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

諸 雑 費 式 受台材賃料の15％

溶 接 工 人

金 額 摘 要種　　　目 単 価単位 数 量

人

金 額

受 台 材 損 料 式

計

      1

      1

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 摘 要

鋼 材 撤 去 工 ｔ       1.0

１ｔ当り

金 額

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

人

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

25ｔ吊

      1.7

単 価

諸 雑 費 式

計

      1

      1.0

普 通 作 業 員 人

１箇所当り

単位 数 量

Ｄ－10－１　掘進機発進用受台設置工

      1.7

土 木 一 般 世 話 役 人

と び 工

      1.7

      3.2

形状寸法
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（１ｔ当り）

労務費計×6％

10ｔ当り

計／10ｔ

（１箇所当り）

Ｄ－11－1

Ｄ－11－2

○箇所当り

計／○箇所

注 受台設置質量は必要数量を計上する。

損料日数は、受台設置開始から掘進機引き上げ後、受台を撤去するまでの日数とする。

（１ｔ当り）

Ｅ－10－1－１

（１ｔ当り）

Ｅ－10－2－１

（１台当り）

Ｄ－12－1

○台当り

計／○台

Ｃ－11　掘進機引上用受台

Ｄ－11－１　掘進機引上用受台設置工

Ｄ－11－２　掘進機引上用受台撤去工

Ｃ－12　掘進機据付

受 台 材 損 料 式

諸 雑 費 式

掘進機引上用受台設置工 ｔ

掘進機引上用受台撤去工 ｔ

受台材賃料の15％

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 摘 要単 価 金 額

金 額

Ｅ－10－２－１　鋼材撤去工

諸 雑 費 式

金 額 摘 要

溶 接 工 人

種　　　目 形状寸法 数 量 単 価

と び 工 人

単位

土 木 一 般 世 話 役 人       1.0

      1.9

      1.0

計

１ｔ当り

      1

普 通 作 業 員 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

25ｔ吊

人

      1.0

      1.0

１台当り

種　　　目 形状寸法 数 量 単 価 金 額 摘 要

計

単位

掘 進 機 据 付 工 台

摘 要

鋼 材 設 置 工

計

摘 要

鋼 材 撤 去 工 ｔ

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

１箇所当り

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

      1

      1

      1.0

      1.0

1.

2.

ｔ

計
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（１台当り）

表－12－１

表－12－１

表－12－１

（１台当り）

（１台当り）

（１台当り）

Ｄ－13－１

○台当り

計／○台

表－12－２　クレーンの規格表

Ｃ－13　掘進機回転据付

トラッククレーン賃料又は
ラフテレーンクレーン賃料

（日）

歩 掛 1.0 3.0 2.0 1.0

種 目
土木一般世話役

（人）

特殊作業員

(人）

普通作業員

（人）

100ｔ吊 160ｔ吊

25ｔ吊 100ｔ吊

計

１台当り

呼び径(㎜) 800～1000 1100～1200 1350 1500 1650

砂礫土･硬質土
掘進機

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

普通土
掘進機

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

呼び径(㎜) 1800～2000 2200～3000

100ｔ吊 120ｔ吊

砂礫土･硬質土
掘進機

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型

普通土
掘進機

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型

16ｔ吊 20ｔ吊 35ｔ吊

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

掘 進 機 回 転 据 付 工 台

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

35ｔ吊 45ｔ吊

25ｔ吊

人

トラッククレーン賃料又は
ラフテレーンクレーン賃料

日

普 通 作 業 員 人

Ｄ－12－１　掘進機据付工

表－12－１　掘進機据付工歩掛表

表－12－１､２

計

単位

土 木 一 般 世 話 役 人

種　　　目 形状寸法 数 量 単 価 金 額 摘 要

特 殊 作 業 員
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（１台当り）

表－13－１

表－13－１

表－13－１

（１台当り）

（１台当り）

（１台当り）

Ｄ－14－１

○台当り

計／○台

Ｃ－14　掘進機搬出

0.5

計

種 目
土木一般世話役

（人）

特殊作業員

(人）

普通作業員

（人）

トラッククレーン賃料又は
ラフテレーンクレーン賃料

（日）

表－13－１　掘進機回転据付工歩掛表

35ｔ吊 45ｔ吊 100ｔ吊

16ｔ吊 20ｔ吊

１台当り

歩 掛 1.0 3.0 2.0

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

計

25ｔ吊

金 額 摘 要

掘 進 機 搬 出 工 台

摘 要単位

Ｄ－13－１　掘進機回転据付工

土 木 一 般 世 話 役 人

種　　　目 形状寸法 数 量 単 価 金 額

特 殊 作 業 員 人

16501500呼び径(㎜) 800～1000 1100～1200 1350

表－13－２　クレーンの規格表

25ｔ吊 35ｔ吊

普 通 作 業 員 人

トラッククレーン賃料又は
ラフテレーンクレーン賃料

日 表－13－１､２

砂礫土･硬質土
掘進機

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型

普通土
掘進機

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型

砂礫土･硬質土
掘進機

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

100ｔ吊 160ｔ吊

呼び径(㎜) 1800～2000 2200～3000

普通土
掘進機

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

100ｔ吊 120ｔ吊

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型
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（１台当り）

表－14－１

表－14－１

表－14－１

（１台当り）

（１台当り）

Ｄ－14－１　掘進機搬出工

表－14－１　掘進機搬出工歩掛表

表－14－２　クレーンの規格表

種 目
土木一般世話役

（人）

特殊作業員

(人）

普通作業員

（人）

トラッククレーン賃料又は
ラフテレーンクレーン賃料

（日）

トラッククレーン賃料又は
ラフテレーンクレーン賃料

日

計

歩 掛 1.0 3.0 2.0

砂礫土･硬質土
掘進機

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

100ｔ吊 160ｔ吊

呼び径(㎜) 1800～2000 2200～3000

普通土
掘進機

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

100ｔ吊 120ｔ吊

砂礫土･硬質土
掘進機

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型

トラッククレーン
油圧伸縮ジブ型

25ｔ吊 35ｔ吊 45ｔ吊 100ｔ吊

1.0

普通土
掘進機

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型

16ｔ吊 20ｔ吊 25ｔ吊 35ｔ吊

1650呼び径(㎜) 800～1000 1100～1200 1350 1500

種　　　目

表－14－１､２

土 木 一 般 世 話 役 人

単位

特 殊 作 業 員 人

形状寸法 数 量 単 価 金 額 摘 要

普 通 作 業 員 人
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（１箇所当り）

Ｄ－15－１

（１台当り）

表－15－１

表－15－１

表－15－１

溶接工×8％

（１箇所当り）

種　目

呼び径(㎜)

（１ｍ3当り）

Ｄ－16－１

（１箇所当り）

Ｅ－９－１－１

　 　

（１ｍ3当り）

Ｄ－17－１

１箇所当り
計×１箇所当りｺﾝ
ｸﾘｰﾄ搬出量／9㎥

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

クレーン運転又は賃料 日       1.0

Ｃ－17　殻運搬

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

殻 運 搬 工 ｍ3

Ｄ－16－１　坑外コンクリート塊搬出工

2.5

１ｍ3 当り
計／○○ｍ3 (コン
クリート塊搬出量)

単 価 金 額 摘 要

坑 外 コ ン ク リ ー ト 塊
搬 出 工

箇所

Ｃ－16　殻搬出

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

1800～2400 1.5

計

2.5

表－15－１　中押し装置設備歩掛表

      1

2600～3000 2.0 3.0 3.0

1000～1650 1.0 2.0 2.0

摘　要
溶接工
（人）

特殊作業員
（人）

普通作業員
（人）

機械器具損料
（式）

1

式

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

普 通 作 業 員 人

      1

諸 雑 費 式

単 価 金 額 摘 要

Ｃ－15　中押し装置

Ｄ－15－１　中押し装置設備工

中 押 し 装 置 設 備 工 箇所

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

摘 要

溶 接 工 人

特 殊 作 業 員 人

機 械 器 具 損 料
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（１ｍ3当り）

Ｅ－17－１－１

（１ｍ3当り）

Ｅ－17－１－２

10ｍ3 当り

計／10ｍ3

（１日当り）

注 運搬距離は片道であり、往路と復路が異なるときは平均値とする。

コンクリート塊運搬日数の算出は以下の式による。

　　　　　コンクリート塊運搬日数＝土砂の運搬日数×（１＋Ｋ）

Ｋ：補正係数（鉄筋コンクリート塊＝0.37、無筋コンクリート塊＝0.30）

3.00

60.0以下

4.50

60.0以下

3.5以下

3.00

ＤＩＤ区間：あり

運搬距離 （ｋｍ） 0.3以下 1.0以下 1.5以下 2.5以下 3.0以下

運搬日数

（日） 1.30 1.50 1.80 2.30

0.90 1.00

Ｄ－17－１　殻運搬工

Ｅ－17－１－１　ダンプトラック運搬

Ｅ－17－１－２　ダンプトラック運転

計

4.5以下 5.0以下

※運搬距離が60ｋｍを超
える場合は別途考慮

1.0以下 1.5以下 2.5以下 3.0以下 3.5以下 4.5以下

（日） 1.30 1.50 1.80 2.30

軽 油 ㍑

ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料 供用日

ＤＩＤ区間：なし

運搬距離 （ｋｍ） 0.3以下

2.

1.10

運搬距離 （ｋｍ） 6.5以下 8.0以下 11.0以下 15.0以下 24.0以下

運搬日数 （日） 0.5 0.55 0.60 0.70 0.80

※運搬距離が60ｋｍを超
える場合は別途考慮4.50運搬日数

1.

1.10

運搬距離 （ｋｍ） 7.0以下 9.0以下 12.0以下 17.0以下 28.5以下

5.5以下

運搬日数 （日） 0.45 0.50 0.60 0.70 0.80 0.90 1.00

金 額 摘 要

ダ ン プ ト ラ ッ ク 運 搬 ｍ3

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

      1.0

表－17－1　２ｔダンプトラック（人力）　10ｍ3 当り運搬日数

ダ ン プ ト ラ ッ ク 運 転 日

計

１ｍ3 当り

人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

運 転 手 （ 一 般 ）       1.0

     26.0

      1.17

タ イ ヤ 損 耗 費 供用日       1.17

単 価 金 額 摘 要

金 額 摘 要

種　　　目 形状寸法 単位 数 量
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（１箇所当り）

Ｄ－18－１

（１箇所当り）

表－18－１

表－18－１

表－18－１

表－18－１

表－18－１

表－18－１

表－18－１

（人／箇所）

1.40 1.47 1.54

ト ン ネ ル
世 話 役

ト ン ネ ル
特 殊 工

ト ン ネ ル
作 業 員

土 木 一 般
世 話 役

特殊作業員

普通作業員 0.49 0.63 0.68 0.84 0.89 1.30

0.90 0.94 0.98

0.27 0.27

0.85

0.13 0.14 0.15

運 転 手
（ 特 殊 ）

0.31 0.33 0.35

0.27 0.27 0.27 0.28 0.30 0.30

0.19 0.19

0.21 0.22 0.24

0.27 0.28 0.34 0.37

0.20 0.21 0.21

0.03 0.03 0.04 0.04 0.05 0.05

0.42 0.66 0.72

0.05 0.06 0.06

0.64 0.67 0.70

0.15 0.15 0.14 0.14 0.14 0.14

0.39 0.41 0.44 0.53 0.56 0.60

0.38 0.40 0.42

0.30 0.30 0.28 0.28 0.28 0.28

0.23 0.28 0.41 0.44

0.38 0.40 0.420.31 0.33 0.350.21 0.22 0.24

1.52 1.60 1.680.93 0.99 1.40

0.16 0.16 0.17

0.75 0.79

0.15 0.15 0.14 0.14 0.14 0.14

1500 1650 1800

運 転 手 （ 特 殊 ） 人

800 900 1000 1100 1200 1350

計

表－18－１　開口調整装置設備工歩掛表

2600

呼び径（㎜）
種 目

2800 30002000 2200 2400

特 殊 作 業 員 人

普 通 作 業 員 人

ト ン ネ ル 特 殊 工 人

土 木 一 般 世 話 役 人

ト ン ネ ル 作 業 員 人

ト ン ネ ル 世 話 役 人

Ｃ－18　開口調整装置

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 摘 要

計

金 額

Ｄ－18－１　開口調整装置設備工

種　　　目 形状寸法 数 量 単 価 金 額 摘 要

開 口 調 整 設 備 工 箇所

単位

      1.0
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（一式）

Ｄ－19－１

（一式）

注 電話機の数量は１工事当り３個とし、損料として価格の１／３を計上する。

通信ビニル電線は２回線とし、損料して価格の１／２を計上する。

配線延長（Ｌ）は次式により算出する。

Ｌ＝（Ｌ1＋Ｈ＋推進延長）×２回線

Ｌ1： 泥水処理設備より立坑上までの延長（標準20ｍ）

Ｈ： 立坑上から推進管管底までの延長

電工の歩掛は次式による。

電工（人）＝ ０．４人／１個×（３個＋移動箇所[個]数）

諸雑費は雑材料の費用であり，電話機，電線の金額に50％を乗じた金額を上限として計上する。

（一式）

Ｄ－20－１

（一式）

表－20－２

表－20－２

表－20－２

注 換気設備は、１スパン推進延長が100ｍ以上の場合に計上することを標準とする。

ただし、１スパン推進延長が100ｍ未満の場合でも必要に応じて計上できる。

鋼管の配管延長（Ｌ）は次式により算出する。

Ｌ＝Ｌ1＋Ｌ2

Ｌ1＝ＬK＋Ｈ＋100ｍ

ＬK： 吸気箇所から立坑上までの延長（標準10ｍ）

金 額

      1

      1

      1

2.

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

計

式

式

計

Ｄ－19－１　通信配線設備工

Ｃ－20　換気設備

Ｄ－20－１　換気設備工

3.

4.

5.

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

換 気 設 備 工

1.

単 価 金 額 摘 要

電 話 機 個

通 信 用 ビ ニ ル 電 線 ｍ

諸 雑 費

摘 要

1.

2.

金 額 摘 要

Ｃ－19　通信配線設備

電 工 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

通 信 配 線 設 備 工 式

計

形状寸法 単位 数 量 単 価種　　　目

土 木 一 般 世 話 役 人

鋼 管 損 料 式       1

配 管 工 人

普 通 作 業 員 人

計

諸 雑 費

換 気 フ ァ ン 損 料 式

換 気 フ ァ ン 電 力 料 式

      1

      1

      1

式
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Ｈ： 立坑上から推進管管底までの延長

Ｌ2＝推進延長－100ｍ

鋼管損料＝（Ｌ1＋Ｌ2／2）×（供用日数×鋼管100ｍ供用１日当り損料）／100

換気設備の運転日数及び供用日数は次式による。

運転日数＝（推進延長－100ｍ）／日進量

供用日数＝運転日数×α　（α：供用日の割増率）

諸雑費は継手等の費用であり、鋼管損料に30％を乗じた金額を上限として計上する。

換気ファン損料＝１台×（運転日数×運転１日当り損料＋供用日数×供用１日当り損料）

運転日数及び供用日数は鋼管と同様とする。

換気ファン電力料＝出力×0.681×運転時間×運転日数×電力料（円／kWh）

換気ファンの運転時間は、２方編成作業の場合 24ｈ、１方編成作業の場合 9ｈとする。

また、運転日数は換気設備の運転日数とする。

本表の配管歩掛は、鋼管の設置撤去及び換気ファン設置撤去を含む。

3.

4.

5.

6.

7.

表－20－２　換気設備工歩掛表

種　目

歩 掛 配管延長×0.01人／ｍ 配管延長×0.01人／ｍ 配管延長×0.01人／ｍ

土木一般世話役（人） 配管工（人） 普通作業員（人）

鋼管径(㎜) 風量(ｍ3／分) 静圧(ｋＰａ) 出力(ｋＷ)

表－20－１　換気設備規格表

2.4

4.5

9.0

16.2(1650㎜Ａｇ)

21.6(2200㎜Ａｇ)

25.2(2600㎜Ａｇ)1650～3000

100 6.7

100 9.0

100 16.0

*

*

*

800～1000

1100～1500

呼び径(㎜)
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（一式）

Ｄ－21－１

 

（一式）

表－21－１

表－21－１

表－21－１

表－21－１

表－21－１

表－21－１

 

注 鋼管の配管延長

地上・立坑用

Ｌ送泥＝Ｌ排泥＝ＬP＋Ｈ

泥水処理設備より立坑上までの延長（標準30ｍ）

Ｈ： 立坑上から推進管管底までの延長

管内用

Ｌ送泥＝Ｌ排泥＝推進延長－（5ｍ＋3ｍ×ｎ）

推進延長： 同一方向に複数のスパンを推進する場合で、しかも送排泥管をそのまま使用し、１つの

処理設備で泥水を処理する場合の推進延長は、第１発進立坑の山留内法線までの延長と

する。

5ｍ： 最終スパンのフレキシブルホース（5ｍもの）の長さ

3ｍ： 最終スパンのフレキシブルホース（3ｍもの）の長さ

ｎ： 最終スパンの中押し段数（3ｍものの使用本数）

鋼管の１ｍ当りの損料は次式による。

１ｍ当り損料＝（１現場当り損料＋供用日数×鋼管100ｍ供用１日当り損料）／100

供用日数は以下による。

地上・立坑用

供用日数＝泥水処理設備設置開始から最終スパン推進完了までの実日数※×α

（α：供用日の割増率）

Ｄ－21－１　送排泥管設置撤去工

2.

1)

2)

1.

1)

ＬP：

人

人

人

人

排泥管

送泥管

排泥管

〃

普 通 作 業 員

計

〃

鋼 管 損 料

〃

式

式

送泥管

排泥管

      1

      1

摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人

〃

単位 数 量 単 価 金 額

人

配 管 工

送泥管

排泥管

送泥管

種　　　目 形状寸法

Ｄ－21－６
機 械 器 具 損 料 等

計

式
ポンプ及び計測機器類

      1

金 額 摘 要

Ｃ－21　送・排泥設備

設 置 撤 去 工
台 Ｄ－21－２

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

送 排 泥 管 設 置 撤 去 工 式

送 泥 ポ ン プ

      1

設 置 撤 去 工
台

台

Ｄ－21－３

Ｄ－21－４
設 置 撤 去 工

排 泥 ポ ン プ

設 置 撤 去 工
箇所 Ｄ－21－５

中 継 ポ ン プ

計 測 機 器 類
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管内用

供用日数＝｛（第１スパン推進開始から最終スパン推進完了までの実日数※）／2｝×α

（α：供用日の割増率）

※：実日数には段取り替え等の日数を含む。

（100ｍ当り）

注 本歩掛は、鋼管とフレキシブルホースに適用する。

坑内の設置歩掛は坑内作業工に含まれる。

（１台当り）

表－21－２

表－21－２

表－21－２

表－21－２

表－21－２

表－21－２

 

表－21－１　送排泥管設置撤去工歩掛表

Ｄ－21－２　送泥ポンプ設置撤去工

土 木 一 般 世 話 役

特 殊 作 業 員

金 額 摘 要

人

人

配 管 場 所

設　置 ○ －

種　　　目

○ ○

計

配 管 工

普 通 作 業 員 人

人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

○ｔ吊

日

1500～3000

1.

2.

5.0 5.0

撤　去
立坑、地上 2.5 4.0 3.0

管内

150

設　置 立坑、地上 3.0

適用呼び径
（㎜）

撤　去
立坑、地上

管内

800～1350

5.0

普通作業員
（人）

3.0

1.5

配管工
（人）

工 種

2.5 1.5

100

3.0

2.5

設　置 立坑、地上

1.0

5.0

4.0

3.0

形状寸法

撤　去

2)

電 工 人

口径（㎜） 区　　分
土木一般世話役

（人）

1.0

配管歩掛の計上

単位 数 量 単 価

地上・立坑 管内
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（１台当り）

表－21－２

表－21－２

表－21－２

表－21－２

表－21－２

表－21－２

 

注 本歩掛は、基礎工及び起動器盤の据付撤去を含む。

（１台当り）

表－21－３

表－21－３

表－21－３

表－21－３

 

（１台当り）

注 本歩掛は、基礎工及び起動器盤の据付撤去を含む。

電 工 人 1.0

配 管 工 人 1.0

普 通 作 業 員 人 2.5

表－21－２　送排泥ポンプ設置撤去工歩掛

種　　目 単位
ポ ン プ 型 式

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

排出ｶﾞｽ対策型(第１次基準値) 排出ｶﾞｽ対策型(第１次基準値)

種　　目 単位

人

人

人

人

人

日

ラフテレーンクレーン規格 －
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊

普 通 作 業 員

電 工

特 殊 作 業 員

配 管 工

ポ ン プ 型 式

定速ポンプ
（100型）

可変速ポンプ
（100型）

定速ポンプ
（150型）

可変速ポンプ
（150型）

1.0

ラフテレーンクレーン賃料

土 木 一 般 世 話 役

計

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0

電 工 人

定速ポンプ（100型） 定速ポンプ（150型）

表－21－３　中継ポンプ据付撤去工歩掛

配 管 工 人

普 通 作 業 員 人

土 木 一 般 世 話 役 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

Ｄ－21－４　中継ポンプ設置撤去工

Ｄ－21－３　排泥ポンプ設置撤去工

特 殊 作 業 員 人

配 管 工 人

普 通 作 業 員 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人

電 工 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

○ｔ吊

日

計
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（１箇所当り）

表－21－４

表－21－４

表－21－４

表－21－４

 

注 送泥ポンプ（Ｐ1 ）、排泥ポンプ（Ｐ2 ）を定速モータとする場合は、送泥流量計、

排泥流量計を設置し、送排泥流量及び切羽水圧の調整はバルブ制御により行う。

送泥ポンプ（Ｐ1 ）、排泥ポンプ（Ｐ2 ）を可変速モータとする場合は、送泥流量

計、排泥流量計の他に送泥水圧調整装置を設置し、送排泥流量及び切羽水圧の調整

はポンプ回転数とバルブ制御により行う。

（一式）

機損等表－３

機損等表－３

ラフテレーンクレーン規格
排出ｶﾞｽ対策型(第１次基準値)

油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊
－

1.

2.

可変速モータ

ラフテレーンクレーン賃料 日 1.0

普 通 作 業 員 人 2.5

電 工 人 1.0

単位 数 量 単 価

      1

      1

計

電 力 料 式

機 械 器 具 損 料 式

金 額 摘 要

Ｄ－21－５　計測機器類設置撤去工

土 木 一 般 世 話 役 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

電 工 人

普 通 作 業 員 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

4.9ｔ吊

日

金 額

計

表－21－４　計測機器類設置撤去工歩掛

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0

種　　目 単位
ポ ン プ 型 式

定速モータ

摘 要

Ｄ－21－６　ポンプ及び計測機器類機械器具損料等

種　　　目 形状寸法
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（一式）

Ｄ－22－２

Ｄ－22－４

 

（一式）

Ｅ－22－１－４

Ｅ－22－１－５

 

（１基当り）

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

 

Ｃ－22　泥水処理設備

Ｄ－22－１　泥水処理装置据付撤去工

Ｅ－22－１－１　ユニット式一次処理機据付撤去工

単位 数 量 単 価 金 額

作 泥 工 式

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

泥 水 処 理 装 置
据 付 撤 去 工

式 Ｄ－22－１

機 械 器 具 損 料 等
式 Ｄ－22－３

処 理 設 備 付 帯 作 業 工 式

処 理 設 備

      1

      1

      1

ユニット式一次処理機
基 Ｅ－22－１－１

据 付 撤 去 工

種　　　目 形状寸法 摘 要

      1

Ｐ Ａ Ｃ 槽 据 付 撤 去 工 槽

二 次 処 理 機
基 Ｅ－22－１－２

据 付 撤 去 工

水 槽 据 付 撤 去 工 槽

撹 拌 式 水 槽
槽 Ｅ－22－１－３

据 付 撤 去 工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

Ｅ－22－１－６
据 付 撤 去 工

計

摘 要単 価 金 額

ア ル カ リ 中 和 装 置
槽

土 砂 搬 出 設 備
組 Ｅ－22－１－７

据 付 撤 去 工

特 殊 作 業 員

人

計

普 通 作 業 員 人

電 工

溶 接 工 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

○ｔ吊

日

人

土 木 一 般 世 話 役 人
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（１基当り）

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

 

（１槽当り）

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

 

（１槽当り）

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

 

（１槽当り）

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

 

金 額 摘 要

Ｅ－22－１－２　二次処理機据付撤去工

普 通 作 業 員 人

電 工 人

土 木 一 般 世 話 役 人

特 殊 作 業 員 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

計

溶 接 工 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

○ｔ吊

日

Ｅ－22－１－３　撹拌式水槽据付撤去工

人

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

○ｔ吊

日

摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人

特 殊 作 業 員 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額

電 工

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

人普 通 作 業 員

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

計

Ｅ－22－１－４　水槽据付撤去工

単 価

特 殊 作 業 員 人

普 通 作 業 員

土 木 一 般 世 話 役 人

金 額 摘 要

人

土 木 一 般 世 話 役 人

特 殊 作 業 員 人

種　　　目 形状寸法 数 量 単 価 金 額 摘 要単位

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

計

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

○ｔ吊

日

Ｅ－22－１－５　ＰＡＣ槽据付撤去工

計

普 通 作 業 員 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

4.9ｔ吊

日
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（１槽当り）

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

 

（１組当り）

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

表－22－１

 

金 額 摘 要

Ｅ－22－１－６　アルカリ中和装置据付撤去工

土 木 一 般 世 話 役 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

特 殊 作 業 員 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

4.9ｔ吊

日

普 通 作 業 員 人

電 工 人

計

Ｅ－22－１－７　土砂搬出設備据付撤去工

特 殊 作 業 員 人

種　　　目 形状寸法 単位 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人

数 量 単 価 金 額

計

普 通 作 業 員 人

溶 接 工 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

○ｔ吊

日
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（１基､槽又は１組当り）

注 歩掛の60％を据付、40％を撤去とする。

現場条件により、使用機械の規格または、使用機械が異なる(ユニット式ではない泥水処理装置等)場合、別途考慮

する。

10ｍ3

4.4ｍ3 級

1.0 －

3ｍ3

作 泥 槽
（ 攪 拌 式 水 槽 ）

0.5 1.0 1.5 0.5 －

3.5 4.5 2.0

20ｔ吊

2.0 2.0

1.0

二 次 処 理 機 5.0

1.1ｍ3 級

1.7ｍ3 級

2.2ｍ3 級

3.3ｍ3 級

1.0ｍ3／min

ユ ニ ッ ト 式
一 次 処 理 機

1.0 1.5 1.0 0.5 － 4.9ｔ吊

4.5

表－22－１　泥水処理装置据付撤去工歩掛表

職種

2.0ｍ3／min

4.0ｍ3／min

機械名

1.5

2.0

20ｔ吊

25ｔ吊

2.0 2.0 1.5 1.0

規格 日 数

1.5

2.0 3.5

（人） （人） （人） （人）

規格
土木一般
世 話 役

特　殊
作業員

普　通
作業員

電　工 溶接工

ラフテレーンクレーン

排出ｶﾞｽ対策型
（第1次基準値）
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

（人）

2.

2.0

16ｔ吊

〃

25ｔ吊

15ｍ3

アルカリ中和装置 6ｍ3／ｈ

泥 水 槽
( 撹 拌 式 水 槽 )

6ｍ3 0.5 1.0

20ｍ3

25ｍ3

水 槽 (沈 殿槽 等 )

4.9ｔ吊

15ｍ3

20ｍ3

25ｍ3

5ｍ3

1.0 －

4.9ｔ吊

1.0

10ｍ3

1.5

1.0
〃

〃

16ｔ吊

1.5

25ｔ吊

〃

1.0 1.5 －

1.0

3.5

35ｔ吊

45ｔ吊

1.0

4.9ｔ吊

〃

16ｔ吊

〃

4.9ｔ吊 0.5

8.5

1.5

1.

×20ｍ

土 砂 搬 出 設 備
（土砂ホッパ、ベルト
コ ン ベ ア を 含 む ）

2.0 4.5 4.5 －

Ｐ Ａ Ｃ 槽

1.0 1.0 2.0 － 4.9ｔ吊1.5

×20ｍ

30ｍ3 600㎜

×20ｍ

20ｍ3 600㎜

10ｍ3 600㎜

1.0

－ － 0.5
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（一式）

表－22－２

表－22－２

表－22－２

表－22－２

表－22－２

表－22－２

表－22－２

表－22－２

 

（一式）

注 処理設備付帯作業工とは、各処理設備を結ぶ連絡配管及び循環ポンプ、制御回線、制御装置の設置撤去、並びに各

機器類の運転調整を行うものである。

諸雑費は、配管、バルブ類、溶接機等の費用であり、労務費の合計額に上表の諸雑費率を乗じた金額を上限として

計上する。

（一式）

機損等表－４

機損等表－４

土 木 一 般 世 話 役 人

人

配 管 工 人

溶 接 工 人

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

種　目 単位
0.5ｍ3、1.0ｍ3/min

一次処理の場合

特 殊 作 業 員 人

普 通 作 業 員 人

二次処理の場合
2.0ｍ3、4.0ｍ3/min

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

4.9ｔ吊

日

電 工

計

諸 雑 費 式

3.0 6.5

      1

溶 接 工 人 1.0 2.0 5.5

2.5 5.0

電 工 人 2.0 2.5 6.0

配 管 工 人 1.0

土 木 一 般 世 話 役 人 2.0

－

1.

諸 雑 費 ％ 1.0

2.0 4.0 9.5

ラフテレーンクレーン賃料 日 2.0 2.5 3.5

普 通 作 業 員 人

      1

      1

Ｄ－22－２　処理設備付帯作業工

表－22－２　処理設備付帯作業工歩掛表

Ｄ－22－３　処理設備機械器具損料等

計

電 力 料 式

機 械 器 具 損 料 式

2.

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

特 殊 作 業 員 人 2.0 2.0
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（一式）

表－22－４

表－22－４

表－22－４

表－22－４

 

注 作泥材は物質収支の計算で求めた値を計上する。

初期作泥水量は10分間に流れる送泥水量の1.5倍とする。

作泥量は、初期作泥量と補給作泥量の合計を計上する。

（１ｍ3当り）

（１ｍ3当り）

Ｄ－23－１

 

（１ｍ3当り）

Ｅ－23－１－１

100ｍ3 当り

 計／100ｍ3

（１日当り）

 

     96.0

      1.44

計

軽 油 ㍑

汚 泥 吸 排 車 損 料 供用日

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

運 転 手 （ 一 般 ） 人       1.0

金 額 摘 要

数　量

Ｃ Ｍ Ｃ ｋｇ

Ｐ Ａ Ｃ ｋｇ

粘 土 ｔ

ベ ン ト ナ イ ト ｋｇ

ｍ3

単　位

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

二次処理時に計上

二次処理時に必要
に応じて形状

1.

2.

3.

種　　　目

計

炭 酸 ガ ス ｋｇ

水

金 額 摘 要

水

ｋｇ 300.0

ｋｇ 50.0

ｋｇ 1.0

表－22－４　初期作泥材配合表

ｍ3 0.9

粘 土

ベ ン ト ナ イ ト

Ｃ Ｍ Ｃ

単 価

ｍ3

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

泥 水 処 分 工 ｍ3       1.0

      1.0

Ｄ－22－４　作泥材

Ｃ－23　泥水運搬処理

Ｄ－23－１　泥水処分工

Ｅ－23－１－１　汚泥吸排車運搬工

１ｍ3 当り

汚 泥 吸 排 車 運 搬 工 日

計

種　　　目 数 量 単 価 金 額形状寸法 単位 摘 要

泥 水 処 分 費
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 ※運搬距離が60ｋｍ超える場合

 ※運搬距離が60ｋｍ超える場合

（１箇所当り）

Ｄ－24－１

 ○箇所当り

計／○箇所

（１箇所当り）

表－24－１

表－24－１

表－24－１

表－24－１

表－24－１

表－24－１

注 歩掛の60％を設置工、40％を撤去工とする。

　 組立式プラント、グラウトポンプ、グラウトミキサ、アジテータの設置、グラウトホースの取り付け等が設置の

　 　 作業である。

（１箇所当り）

表－23－１　汚泥吸排車 ８ｔ車 吸入管径75㎜ 100ｍ3 当り運搬日数

ＤＩＤ区間：なし

運搬距離 （ｋｍ） 2.0以下 6.3以下 14.8以下 25.7以下

4.3 6.5  　は別途考慮とする運搬日数 （日） 2.2 2.6 3.2

 　は別途考慮とする

ＤＩＤ区間：あり

運搬距離 （ｋｍ） 1.9以下 5.9以下 13.1以下 22.6以下

Ｃ－24　注入設備

60.0以下

運搬日数 （日） 2.2 2.6 3.2 4.3 6.5

60.0以下

金 額 摘 要

１箇所当り

Ｄ－24－１　注入設備工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

注 入 設 備 工 式

計

種　　　目 形状寸法 単位 数 量 単 価

      1

土 木 一 般 世 話 役 人

溶 接 工 人

特 殊 作 業 員 人

普 通 作 業 員 人

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

排出ｶﾞｽ対策型
(第1次基準値)
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

4.9ｔ吊

日

電 工 人

1.0 1.01.0800～3000 1.0 1.0 1.0

計

土木一般世話役
（人）

溶接工
（人）

特殊作業員
（人）

ラフテレーンクレーン
賃料（日）

普通作業員
（人）

種　目

1.

2.

電　工
（人）

表－24－１　注入設備工歩掛表
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（一式）

Ｄ－25－１

 

（１日当り）

表－25－１

表－25－２

表－25－４

表－25－５

（人／箇所・日）

注 歩掛は、運転日当り時間が作業時排水 8ｈ、常時排水 24ｈを標準としたものである。

労務単価は、時間外手当等を考慮しない。

歩掛は、排水方法にかかわらず、排水現場１箇所当りポンプ台数が 1台～5台の運転労務部掛を標準

としたものである。上表により難い場合は別途積算する。

１工事中に数分割の締切がある場合は、１締切現場を１箇所とする。

（日）

注 潜水ポンプは、賃料とする。

工期、揚程、現場の状況などから上表により難い場合は、現場条件に適用した機種、規格のポンプ

を計上することができる。

2.

1.

表－25－３　ポンプの選定

機　　種
規　　　　　格

口　径（㎜） 電動機出力（ｋＷ）

潜 水 ポ ン プ
150 7.5

200 11.0

名　　称
排　水　方　法

作 業 時 排 水 常 時 排 水

表－25－１　ポンプの運転歩掛

1.2 1.1潜 水 ポ ン プ

機　　種
排　水　方　法

作 業 時 排 水 常 時 排 水

表－25－２　潜水ポンプの賃料日数

4.

特 殊 作 業 員 0.10 0.13

1.

2.

3.

32.0

120  〃 450  〃 150×1＋200×2 17.2

450  〃 1,300  〃 200×5

6.4

表－25－４　ポンプの使用台数及び電力消費量

排　水　量

（ｍ3 ／ｈ）
口　径×台　数
(㎜)　 （台）

電力消費量
（ｋＷｈ）

0 以上 40 未満 150×1 4.4

40  〃 120  〃 200×1

式

諸 雑 費 式

計

      1

単 価

潜 水 ポ ン プ 賃 料 日

電 力 料 ｋＷｈ

形状寸法

特 殊 作 業 員 人

金 額種　　　目

金 額 摘 要

Ｃ－25　推進用水替

単位 数 量 単 価

計

Ｄ－25－１　ポンプ運転工

種　　　目 形状寸法 単位 数 量

      1

摘 要

ポ ン プ 運 転 工 日

排 出 水 処 理 費
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（％）

注 諸雑費率は、ポンプの配管材料の損料等の費用で有り、労務費、機械賃料、機械損料及び運転経費の

合計に上表の諸雑費率を乗じた金額を上限として計上できる。

表－25－５　諸雑費率

排 水 方 法

諸 雑 費 率 3 1

作 業 時 排 水 常 時 排 水
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Ⅲ 機械器具損料算定表

記 号

機械名・規格

注 掘進機損料＝１現場当り修理費＋供用日当り損料×供用日数

供用日数＝Σ（各スパンの供用日数＋段取り替え日数×α）　（α：供用日の割増率）

1) 各スパンの供用日数＝（掘進機据付日数＋推進延長／日進量＋掘進機撤去日数）×α

（α：供用日の割増率）

掘進機据付日数＝2.0日 掘進機撤去日数＝1.0日

2) 発進立坑で同一の掘進機を量発進する場合は、推進設備の段取替えに要する実日数を計上する。

(注) 供用日数が 30日未満の場合は別途考慮する。

3) 自動測量機は、開口調整装置使用時に計上するものとする。

4) 自動測量機(中間)の必要台数(ｎ)は、盛替数(切り上げ)とする。

運
転
日
当
り

供
用
日
当
り

時

間

当

り

機損等表－１　機械器具損料及び電気料算定表（その１）

内 容

損料額単価 機　械　器　具　損　料 電　力　料
必

要

台

数

運

転

日

数

供

用

日

数

１
日
当
り
運
転
時
間

時

間

当

り

小

計

電
力
消
費
量

時

間

当

り

総

電

力

量

電

力

料

運
転
日
当
り

供
用
日
当
り

修

理

費

１
現
場
当
り

算 出
方 法

別
計
算

別
計
算

a×b
×d
×f

a×b
×g

a×c
×h

h i j k la b c d f g

円円 円 円 円 kWh

n p qm

i＋j
＋k
＋l

a×b
×d
×n

p×
電力料
(円
/kW)

円台 日 日 時間 円 円 円 kW

1 － －

－
電 動 ホ イ ス ト

1 －

－ －

（巻上､横行モーター含）
－

掘 進 機

（走行モーター含）
－ － －

門 型 ク レ ー ン
1 － －

（元押）

油 圧 ポ ン プ
1

－ － － －
多 段 ジ ャ ッ キ

1 －

－
（中押）

－ － － －

－ － －
（中押）

操 作 盤 1 － －

－ － － －
油 圧 ジ ャ ッ キ

n － － －

－ － － －

グ ラ ウ ト ポ ン プ
1 －

－ － － －

（滑材）

グ ラ ウ ト ミ キ サ
1 － － －

－－ － － －

（滑材）

注 入 管 理 シ ス テ ム
1 － －

－ － －

－ － － －
（滑材）

－ － － －

－ － － －

グ ラ ウ ト ミ キ サ
1 － －

（裏込）

グ ラ ウ ト ポ ン プ
1 － －

（裏込）

－ － － －

－ － －
（立坑）

自 動 測 量 機
n － －

－ － － －
自 動 測 量 機

1 － － －

合 計

－ － － －
（中間）

－ － － －

－54－



中押し側

中押し側

中押し側

注 自動測量機管内延長ケーブルは、開口調整装置使用時に計上するものとする。

（泥水還流設備）

記 号

機械名・規格

注 フレキシブルホース(3ｍ)は中押しのとき計上する。

フレキシブルホース(3ｍ)は中押し１箇所当り２本計上し、供用日数には中押し段数による補正値を乗ずる。

機損等表－２　機械器具損料算定表（その２）

機 械 器 具 名 規格 組数 推進延長 (ｍ) 損料 (円／ｍ) 金額 (円) 備考

作 動 油

機損等表－３　機械器具損料及び電気料算定表

開 口 調 整 装 置

高 圧 ホ ー ス （ １ ）

高 圧 ホ ー ス （ ２ ）

管 内 延 長 ケ ー ブ ル

計

自 動 測 量 機

内 容

損料額単価 機 械 器 具 損 料 電　力　料
必

要

台

数

運

転

日

数

供

用

日

数

１
日
当
り
運
転
時
間

時

間

当

り

運
転
日
当
り

n p q

総

電

力

量

電

力

料

a b c d f g h i

供
用
日
当
り

時

間

当

り

運
転
日
当
り

供
用
日
当
り

小

計

電
力
消
費
量

時

間

当

り

算 出
方 法

別
計
算

別
計
算

a×b
×d
×f

a×b
×g

a×c
×h

j k m

i＋j
＋k
＋l

a×b
×d
×n

p×
電力料
(円
/kW)

台 日 日 時間 円 円 円 円

送 泥 ポ ン プ
1 － －

円 円 円 円 kWh kW

（起動器盤含む）

排 泥 ポ ン プ
1

（起動器盤含む）

－

－ －

－ － － －

－ －

（起動器盤含む）

送 泥 水 圧 調 整 装 置 1 － － －

－ － －
中 継 ポ ン プ

ｎ

－ － － －

－

送泥水流量測定装置 1 － － － －

－ － －

－ －－

－ － － －

－

現 場 制 御 盤 1 － － － － －

－ － － －排泥水流量測定装置 1

－ － －

フレキシブルホース
2 － －

－ － －立 坑 バ イ パ ス 装 置 1 － － －

（5ｍ）

－ － － －

－－ －

合 計

1.

2.

フレキシブルホース
ｎ －

（3ｍ）
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（泥水処理設備）

記 号

機械名・規格

（α：供用日の割増率）

推進日数＝Σ｛各スパン（掘進機据付日数＋推進延長／日進量＋掘進機撤去日数＋段取り替えの日数）｝

－
(作泥槽)

撹 拌 式 水 槽
1 － － －

機損等表－４　機械器具損料及び電気料算定表

h

運
転
日
当
り

供
用
日
当
り

内 容

損料額単価 機 械 器 具 損 料 電　力　料必

要

台

数

運

転

日

数

供

用

日

数

１
日
当
り
運
転
時
間

時

間

当

り

電
力
消
費
量

時

間

当

り

総

電

力

量

電

力

料

時

間

当

り

運
転
日
当
り

供
用
日
当
り

小

計

一 次 処 理 機

q

算 出
方 法

別
計
算

別
計
算

a×b
×d
×f

a×b
×g

a×c
×h

i＋j
＋k
＋l

a×b
×d
×n

p×
電力料
(円
/kW)

i j k m n pa b c d f g

－

kW 円

ユ ニ ッ ト 式
1 － －

円 円 円 円 円 kWh台 日 日 時間 円 円

－

－撹拌式水槽(調整槽) ｎ － － －

－二 次 処 理 機 1 －

(余剰泥水槽)
－ － －

撹 拌 式 水 槽
Ｎ －

(スラリー槽)

1 － － －

－ － －
撹 拌 式 水 槽

1 －

－ －

－水 槽(ろ水槽) 1 － － －

－ －

－

Ｐ Ａ Ｃ 槽

－ － － －

－水 槽(清水槽) 1 －

－ － －－

－ －－ －

－ －

－－ － － －

－－

－ － －

－ －

水 槽(沈殿槽) Ｎ

ベ ル ト コ ン ベ ヤ 1 － －

－

ア ル カ リ 中 和 装 置 1 － － －

土 砂 ホ ッ パ 1 － － －

－ － －現 場 制 御 盤 1 －

－ － －－ －

－ －

－－ －

－

－ －

Ｐ ポ ン プ 1 － －

Ｐ ポ ン プ 1 －

－Ｐ ポ ン プ 1

－

× α

合 計

Ｐ ポ ン プ 1 －

Ｐ ポ ン プ 1

－

－－

注 供用日数＝
機械据付日数

＋ 付帯日数 (1) ＋ 推進日数
2 2

工　　種 一次処理(日) 一次処理(日)

機械据付日数 4 10

＋ 付帯日数 (2) ＋
機械据付日数

機械撤去日数 3 6

付 帯 日 数 (1) 2 2.5

付 帯 日 数 (2) 1 2.5

ｂ

ｃ

ｄ

e

ａ
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